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富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター生命科学先端研究支援ユニットでは、下

記の日程で富山県内の高等学校生徒を対象とした講座「ライフサイエンスとやま－オープン

ラボ２０１９－」を開催します。 

この講座は、平成２３年度から富山県立魚津高等学校及び砺波高等学校と連携して実施し

ているもので、今年度から、地方創生に結びつく「未来の地域リーダー」を育成する「地（知）

の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」の支援により実施します。 

本講座では、科学的な見方や考え方を育むことをねらいとする３つのテーマ（遺伝子、顕

微鏡、動物）の生命科学研究の探究的学習活動を提供し、生徒の科学への知的好奇心や探究

心を育成、並びに進路意識や職業選択を醸成するとともに、本学の使命と役割について理解

してもらうきっかけとなるため、地元出身者の入学促進（入口戦略）の取組の一つとして実

施します。 

ついては、取材・報道方よろしくお取り計らい願います。 

【開催日】令和元年８月１日（木）、２日（金） 

【会 場】富山大学杉谷キャンパス（富山市杉谷２６３０番地） 

【日程・会場】 

○８月１日（木） 

 9：00～ 9：15 開講式（場所：看護学科研究棟１階１１講義室） 

 9：15～16：15 探究的学習活動（場所：生命科学先端研究支援ユニット各施設） 

○８月２日（金） 

 9：00～16：00 探究的学習活動（場所：生命科学先端研究支援ユニット各施設） 

16：00～16：30 アンケート・閉講式（場所：看護学科研究棟１階１１講義室） 

【参加予定者】富山県立魚津高等学校 ２年生   ９名 

富山県立砺波高等学校 ２年生  ２１名 

公募した富山県内の高等学校生徒 若干名 

※事業の詳細は別紙参照 

生命科学研究の探究的学習活動を提供 

令和元年度富山大学地域貢献事業 

「ライフサイエンスとやま－オープンラボ２０１９－」の実施について 

【本件に関する問い合わせ先】 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター 

生命科学先端研究支援ユニット 

担当者：朴木 宏 

TEL 076-415-8806 



 

令和元年度富山大学地域貢献事業実施要項 

１．目的 

○本講座は、富山大学の中期計画「地域の生涯学習の拠点として、若者世代、現役・子育

て世代、シニア世代のそれぞれのニーズに対応した、多様な学習機会を提供する」に基

づき、富山県内の高等学校の生徒に探究的な学習の機会を提供し、科学的な見方や考え

方を育むことをねらいとする。 

○本講座による探究的学習活動を体験することにより、生命科学分野への興味・関心の高

揚と科学への知的好奇心や探究心の育成、並びに生徒の進路意識やその後の職業選択に

ついての醸成を期待する。 

○また、生徒が実際に大学の研究に利用されている最先端機器に触れたり、教職員や学生

と身近に接したりすることにより、知による豊かな社会の創成を目指す富山大学の使命

と役割について広く理解してもらうきっかけとし、地域社会に支えられた大学創りの礎

の一つとする。 

○本講座は、地方創生に結びつく「未来の地域リーダー」を育成する「地（知）の拠点大

学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」の一環として実施する。 

２．主催 

富山大学研究推進機構研究推進総合支援センター 

生命科学先端研究支援ユニット 

３．連携校 

富山県立魚津高等学校 

富山県立砺波高等学校 

４．講座名 

ライフサイエンスとやま－オープンラボ2019－ 

講座Ａ：遺伝子研究を体験してみよう 

講座Ｂ：顕微鏡で探るミクロの世界 

講座Ｄ：マウスを使って研究する脳のはたらきと生殖医療 

※講座Ｃは都合により休止 

５．実施日 

令和元年８月１日（木）、２日（金） 

６．会場 

富山大学杉谷キャンパス（〒930-0194 富山市杉谷2630番地） 

講座Ａ：遺 伝 子 実 験 施 設（電話 076-434-7186） 

講座Ｂ：分子・構造解析施設（電話 076-434-7176） 

講座Ｄ：動 物 実 験 施 設（電話 076-434-7170） 

７．参加者 

富山県立魚津高等学校 ２年生 

富山県立砺波高等学校 ２年生 

公募した富山県内の高等学校生徒 



 

８．講座の概要 

講座Ａ：遺伝子研究を体験してみよう 

講 師 田渕 圭章（研究推進機構・教授） 

目 的 

大腸菌や高等動物の培養細胞にクラゲ由来のGFP（Green Fluorescent 
Protein）遺伝子を導入する遺伝子組換え実験を行い、大腸菌や細胞の取扱い

操作および遺伝子組換え実験を理解する。 

内 容 

○クラゲのGFP遺伝子を大腸菌と哺乳類の培養細胞に導入する。 

○種々の条件下で一晩培養したGFP遺伝子導入の大腸菌を観察する。 

○上記で操作した大腸菌について、紫外線照射装置を用いてGFPタンパク質

の発現の確認を行う。また、蛍光顕微鏡を用いて哺乳類の培養細胞に導入

されたGFPタンパク質の発現を評価する。 

○また、ポストゲノム研究で注目されているマイクロアレイ遺伝子発現解析

法、個人の遺伝情報に基づいたテーラーメイド医療など、最近の遺伝子研

究の進展や今後の生命科学研究の展望、社会的影響についても講義する。 

 

講座Ｂ：顕微鏡で探るミクロの世界 

講 師 平野 哲史（研究推進機構・助教） 

目 的 

蛍光タンパク質や特異抗体を用いた細胞の染色実験を体験し、自作標本を蛍

光顕微鏡や電子顕微鏡により観察することで、生命科学と顕微鏡の関わりに

ついて学習する。 

内 容 

○蛍光タンパク質や特異抗体を用いて培養細胞を染色するとともに、各種実

験の原理について学ぶ。 

○自作標本を蛍光顕微鏡で観察し、細胞のかたちがどのように決まるかにつ

いて理解を深める。 

○自分の毛髪等を用いて走査電子顕微鏡用の試料を実際に作製し、光学顕微

鏡では見えないミクロの世界を探索する。 

○最新の生命科学において活用されるライブイメージング技術などについて

も紹介する。 

  



 

講座Ｄ：マウスを使って研究する脳のはたらきと生殖医療 

講 師 
高雄 啓三（研究推進機構・教授） 

倉林 伸博（研究推進機構・講師） 

目 的 

脳科学の研究で用いられているマウスの行動解析や、不妊治療に応用され

ている体外受精などの生殖補助医療技術を実際に体験し、先端科学への興

味を持ってもらう。 

内 容 

◯医療技術や生活のために動物実験がどのような役割を果たしているかを

学ぶ。 

◯マウスの行動解析手法について学び、画像解析ソフトウェアを用いて自

由に動き回るマウスの行動をどの様に計測するか実践する。 

◯マウスの卵と精子を用いて体外受精を実施し、翌日に受精卵が発生する

かどうかを観察する。 
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